
  



 

 なかなか梅雨が明けず天候を

心配していましたが、 8 月に入っ

たとたん「猛暑・酷暑」と言う言葉 

に表される「夏」が来ました。

30℃を超える暑さの中、コロナ禍

の状況でマスクの着用もあり、本

当に苦しい一ヶ月でした。 

 そんな中、視線を水田に向けて

みました。8 月上旬、学校の水田

では稲の穂が出そろい、稲の花

を見ることができました。花といっ

ても色のついた花びらがあるわ

けでもなくとても地味なものです。右上の写真がそうです。籾の部分（えい）が開

いて、白く細長いおしべが確認できます。めしべ（柱頭）は、籾の中にあり、受粉す

ると籾の部分は閉じてしまいます。時間にしても短い時間であり、しかも早朝に多

く見られます。開いている花はなかなか見つけられません。受粉すると下のイラス

トの子ぼう部分が大きくなります。はじめは白い液状の状態から乾燥して堅い米

に変わります。液状の時にカメムシに吸われると黒い米となってしまい品質が落ち

ます。生産者の人たちは品質を守るためカメムシ防除を行うということになります。 

 早いところでは涌谷の農家さんで稲刈りが始まったとニュースで見ました。南郷

高校も「ひとめぼれ」「つや姫」「ササニシキ」の3品種を作付けし、９月中旬から

下旬にかけて稲刈りが行われます。収穫までもう少しです。新米を楽しみに待ち

ながら、今後も生徒達の活動を見守って参ります。 

 


